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１ 当初計画の概要等 

（１）当初設定した事業の目的等、計画の概要 

【事業の目的】  

本事業の目的は下記の２項目である。 

 １）イノベーション対話のための汎用的なツールの開発 

  文部科学省「イノベーション対話ツール」（慶應義塾大学ＳＤＭ研究科のツール）を 

主軸としながら、それを支援するための静岡大学固有の３つの推進支援ツールを開発 

する。 

  ３つの推進支援ツール 

   ⅰ．「対話可視化ツールとしての自己組織化マップ」 

   ⅱ．「学内教育研究機能による対話促進支援」 

   ⅲ．「発想された『まだないニーズ』等を具体化するためのコンセプト図法」 

 ２）ＣＯＩ－Ｓ推進のための持続的な議論の場（フューチャーセッション）を発展させ 

るための基本的体制の構築 

  『光創起イノベーション研究拠点（ＣＯＩ-Ｓ研究拠点）』に対して、今後の研究課題 

への取り組みに向けた提言をする。実効性の高い上位概念を具現化し、研究企画のバ 

ックキャストとしての機能を果たす。 

 

【計画の概要】 

  上記の目的を達成するために以下の３回のワークショップを計画した。 

  第１回ワークショップ：『異』からのアイデアと「まだないニーズ」の抽出プロセスと 

して、「将来を担う若者」からの発信を受ける。静岡大学附属浜松小・中学校の児童・ 

生徒及びそれを支援する教員の支援と補助を得て、コアプレイヤー及び当大学の大 

学院生を含めた対話型ワークショップを開催する。 

第２回ワークショップ：第１回ワークショップで得た『異』からのアイデアと「まだ 

 ないニーズ」について、異業種企業の企画部門担当者、開発担当者とコアプレイヤ 

ーによる対話型ワークショップを開催する。 

第３回ワークショップ：『異』からのアイデアと「まだないニーズ」から発想された「ま 

だない事業」を実現するための要素をファシリテーターが提示し、大学の研究者、 

大学院生、企業の開発担当者とコアプレイヤーが対話的に討論し構想することによ 

って、バックキャストされる科学技術が実現すべき課題をフューチャーセッション 

に提言する。 

 

（２）実施体制 

  実施体制を図１に示す。参画機関は

ＣＯＩ－Ｓを構成する静岡大学、浜松

医科大学、光産業創成大学院大学、浜

松ホトニクス㈱をはじめとして関連

する企業や静大発ベンチャーである。

また、本事業を一貫して責任を持って

推進するメンバーとして「コアプレイ

ヤー」を設定した。さらに、実務を推

進する「スタッフワーキングメンバー」

も設定した。 

         図 1 事業推進体制 
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２ 業務の実施状況 

（１）事業全体の概要 

【ワークショップのテーマ】 

図２に本事業のテーマと問題意識を示す。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

図２ テーマと問題意識 

 

【推進の機軸（主軸と支援の軸）】 

  実施計画を具体化する過程で、前述の「事業の目的」を達成するための施策として「２

つの推進機軸」を定めた。 

１）推進の主軸 

   文部科学省「イノベーション対話ツール」（慶應義塾大学ＳＤＭ研究科のツール）を 

主軸とする。 

 ２）静岡大学固有の支援の軸 

   自学で保有する、または構築中の３つの機能を、 「対話促進ワークショップの流れ」 

に添わせ、静岡大学版「イノベーション対話ツール」の構築も計る。 

 

【２つの支援機能】 

  事業全体を実効的に進めるために以下の２つの支援機能を設定した。 

 （プレワークショップとポストワークショップ活動） 

  ⅰ．『コア会議』の設定 

   本プログラム全体を推進する主体であるコアプレイヤー全員が課題と対話型ワー 

クショップの仕組みを共有化するため、主要関係者で、全体進捗の適正化を協議し 

た。（計３回開催） 

  ⅱ．『スタッフワーキング』の設定 

   コア会議のメンバーの中から実務を推進すべきメンバーを選定し、各ワークショッ 

プの終了後、次ステップへの最適策の策定、ツールの準備等実務を行った。 

    

【ワークショップの全体構造】 

また、イノベーションは『異』の融合から生み出されることを重視し、以下のような 

バックキャスト思考で全体を計画し実施した。 

第１回ワークショップ  将来を担う小中学生（附属小学校・附属中学校の児童・生徒）
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のバリアーのない発想で「まだないニーズ」を創発する。（発散が主体） 

第２回ワークショップ  企業の研究者・経営者・大学の研究者・大学院生等で第１回

ワークショップのインサイトを深掘りし「まだない事業」につながる発散、収束

を行う。 

第３回ワークショップ  高度な専門的知識を有する研究者・技術者により第２回ワー

クショップのインサイトの実現に向けた議論をする。（収束主体） 

 

図３に事業の全体の流れを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 事業の全体の流れ 

 

 

【事業報告会】 

  本事業で得た成果を報告し、共有化するために、文部科学省、本事業のすべての参 

画者、協力者、地域の産学官連携関係者及び本事業 

に採択された他大学等を招いて「事業報告会」を開 

催した。（３月１９日、参加者５０名余） 

ワークショップに参加した附属中学生も登壇し 

「感想」を述べてもらった。 

  報道機関（２社）も参加し、翌朝の新聞記事とな 

った。 

                                 

図４ 事業報告会 

 

【事業報告書】 

  多くの関係者と、本事業で得られた成果を共有化するために、冊子「事業報告書」を 

作成し、配布した。 

 

【学内外への情報発信】 

  後の解析のために静岡大学情報基盤センターを中心とした活動組織である静岡大学テ 

レビジョンの協力を得ながらすべてのワークショップを映像として記録した。 

この映像は静岡大学テレビジョンのサイト及び You Tube でもダイジェスト版を配信 

した。 

 http://sutv.shizuoka.ac.jp/ 

  

 また、静岡大学の産学連携のＨＰでもワークショップの状況を適宜紹介した。 
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（２）実施したワークショップの詳細 

【３回のワークショップ全体を通じての施策】 

１）ワークショップと２つの支援機能 

前述の「２つの支援機能」（『コア会議』『スタッフワーキング』）と「ワークショップ」

との関係を時系列で表したものが図５である。 

  

         

 

 

 

 

 

 

図５ ワークショップと２つの支援機能 

 

  第１回のコア会議では、教育関係者、人文社会科学系研究者、商品企画やマーケティ

ングの専門家から、本テーマと課題についての見解、対話のあり方への提言を受けるた

めのヒアリングと討論を行い、第１回対話型ワークショップを成功させるためのポイン

トを整理し、その準備を行った。その後も、各ワークショップ終了後に開催し、それぞ

れのワークショップの総括と次のワークショップの方針を決定した。 

 

２）ワークショップ活性化のための４つの工夫 

さらに、慶應義塾大学の「イノベーション対話ツール」をベースに、前述の「静岡大

学固有の支援の軸」の３項目を、具体的に次の「４つの工夫」として、ワークショップ

の活性化に繋げた。 

 ⅰ．多面的な人材に協力頂く 

 ⅱ．事後解析のための、映像化と発話の徹底的テキスト化 

 ⅲ．ワークショップ毎の描画によるプロトタイピング 

 ⅳ．『テキストマイニング』実用化と『自己組織化マップ』実用化への挑戦 

 

 ⅰ．多面的な人材に協力頂く 

  目的達成のため、可能な限りの人材工面を計画実行した。 

  児童生徒  本学教育学部附属小中学校の全面的協力により、第１回ワークショップ 

に５４名が参加。 

        第２、３回ワークショップにも保護者を含む多くの方が陪席。 

  学生    第１回ワークショップのグループリーダー及び第２回ワークショップ 

の参加者として教育学部６名の学部生・院生による協力を得た。 
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  企業関係者 協力企業の他、物づくり企業・金融機関関係を含む地域・他地域の企業 

人。 

  協力大学関係者 本学だけでなく、近隣の大学の教員等。 

    

本学関係“人材”を図６に示す。教育関係・認知科学関係・アート関係の教員・デザ 

イナー（静大発ベンチャー）の４名である。各ワークショップにおいて大きな役割を果 

たすことになる人材である。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図６ 静岡大学関係人材 

 

ⅱ．事後解析のための、映像化と発話の徹底的テキスト化 

事後の解析のために静岡大学情報基盤センターを中心とした活動組織である静岡大学 

テレビジョンの協力を得ながらすべてのワークショップを映像として記録した。 

また、発話音声から直接テキスト化が可能な議事録システムである「音声認識システ 

ム Ami Voice」（株式会社アドバンスト・メディア製）を用いて各ワークショップのす 

べての発話をテキスト化した。 

図７に映像化と発話の徹底的テキスト化の様子を示す。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 映像化と発話の徹底的テキスト化の様子 
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ⅲ．ワークショップ毎の描画によるプロトタイピング 

  それぞれのワークショップで得られたインサイトをプロトタイピングする手段として 

イメージ画を作成した。静大発ベンチャーである㈱スプレーアート EXIN に資料を提供 

して作成してもらった。このイメージ画は次のワークショップの題材として提供し、各 

ワークショップのインサイ 

トのイメージの共有化に大 

きな役割を果たした。 

  図８に第１回ワークショ 

ップでのプロトタイピング 

作業と第２回ワークショッ 

プに提供した様子を示す。 

      

 

 

 

 

 

 

 

図８ 第１回ワークショップでのプロトタイピング作業と第２回ワークショップ

に提供した様子 

 

ⅳ．『テキストマイニング』実用化と『自己組織化ＭＡＰ』実用化への挑戦 

ワークショップにおける発話の全体から、結論や決定に向けて、個人のフィルター 

を介さず、貴重なポイントを欠落させず、あるいは、参加者からは気づかず見過ごされ 

ていた重要な『Something』を浮上させることができないかを、人的判断を最小限にし 

て、極めてロジカルに試みていこうとするものである。 

具体的には、「発話データのテキスト化」→「テキストマイニング」→「自己組織化マ 

ップ」を第２回ワークショップの発話データについて行った。結果の詳細は後述するが、 

「インサイト」抽出の一方法として予想以上の成果を得ることができた。 

 

３）ファシリテーター 

 事業全体を通してのファシリテーターは、元文部科学省産学官連携コーディネーター

藤田武男（現静岡大学客員教授）が務めた。企業時代からの多くのイノベーション創出

の経験とコーディネーターとしての豊富な経験を活かし、強力かつ触発的にファシリテ

ートした。 

 藤田武男：元ヤマハ発動機 PAS 開発プロジェクトの責任者 

      平成 18 年～24 年 イノベーション社会連携推進機構（文部科学省産学官連 

携コーディネーター 

      平成 22 年～24 年 CES（コーディネーター・エコ・システム）チーム長 

      各研修会の開催にあたって講師の招聘、会議・研修会のモデレータを務めた。 

  なお、今回の運営に際しては、ファシリテーター１人に委ねるのでなく、ワークショ 

ップのファシリテーション面で経験のある教育学部講師の積極的参加や学生の協力を

得たり、事業推進面でのファシリテーションでは、意識的に産学連携コーディネーター

を中心にして度重なるスタッフワーキングとワークショップ支援を一体的に推進する
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策をとることで、ファシリテーション機能の今後への普遍化や継続性を築いた。 

 

以下、それぞれのワークショップについてその詳細を記述する。 

 

①第１回ワークショップ（ 平成２５年１１月２３日（土）） 

 ア．ワークショップの概要 

  ・目的・テーマ 

   『異』からのアイデアと「まだないニーズ」の抽出

プロセスとして、「将来を担う若者」（附属小中学校

の児童生徒）からの発信を受ける。 

  ・仮説・狙い 

   児童生徒のバリアーのない発想から将来顕在化する

であろう「まだないニーズ」を創発する。 

   上記の狙いを確実にするために入念な準備を行った。 

   『ワークショッププレゼン用ビデオの制作』 

    本ワークショップに参加する児童生徒を対象にデ

ィスカッションを触発することを目的にワークショ

ップの趣旨・対話のしかた等を簡易に説明するため

のガイダンスビデオを制作し、これを当日３回のワ

ークショップ開始前に上映した。（図９） 

             図９ ガイダンスビデオ 

 

また、図１０に準備の全体像を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 小中学生を対象としたことによる入念な準備 
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・使用した対話の手法 

   ブレインストーミング 

   発話データのテキスト化 

   テキストマイニング 

 

・参加者の状況 

   本事業実施責任者が中心となって本地域で進めている「長期的教育システム（通称：

TOP GUN）」の TOP GUN 特別プログラムを平成２６年度から実施する静岡大学附属浜

松小・中学校の児童・生徒（小学生１８名、中学生３６名 計５４名）が参加した。 

教育学部講師の塩田真吾をサブファシリテーターとし、各グループには新しい発想

を膨らますためにグループリーダーとして教育学部の学部生・大学院生を配した。

「まだないニーズ」の創発を目的とし、「こんなことができたら、あんなことをして

みたい」を自由に発言するワークショップとした。 

 ◇小中学校生の教育も兼ねて企画 

  ＜ 静岡大学教育学部附属小中学校が全面協力 ＞ 

 ◇小中学生へのアプローチに関して学内研究を反映 

  ＜ 教育学部教育工学研究室が協力 ＞ 

 

図１１に参加者の状況を示す。 

    

             

 

 

 

 

 

 

 

 

           図１１ 第１回ワークショップ参加者 

・ワークショップの会場 

   静岡大学浜松キャンパス 情報学部会議室 

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図１２ 第１回ワークショップ会場 

第１回ワークショップ参加者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

a 自然科学系研究者 5 1 6 0

b 人文・社会系研究者 1 1 2 0

ｃ 事務系職員 4 1 5 0

ｄ 産学官連携コーディネーター 1 1 3 5 0

e 学生（大学院博士課程、修士課程、学部生） 3 3 3 3

f 児童・生徒（附属小・中学校生） 38 19 38 19

g 研究開発部門 1 1 1 3 0

h 事業企画部門 0 0

i 経営部門 1 1 0

j ベンチャー企業 1 1 0

38 19 11 3 10 0 5 0 64 22

合計19歳以下 20歳～39歳 40歳～59歳 60歳～

合計

大学等

企業

所属機関・部署等
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・スケジュール 

 

 ３回のワークショップを行った。 

 １回目は小学５、６年生（６グル

ープ）、２回目は中学１、２年生（６

グループ）、３回目は中学３年生

（６グループ）とした。 

 開始前の趣旨説明、アイスブレイ

ク及び終了後の企業の方からのコ

メントも含め各９０分とした。 

  

 

 

図１３ 第１回ワークショップスケジュール 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１４ ワークショップの様子 

 

イ．ワークショップの検証とアウトプット 

・ツールについて 

 本事業で採用した、アドバンスト・メディア社開発の「音声認識システム Ami Voice」 

は他機関での会議等における発言のリアルタイムのテキスト化の実績があり、本ワ 

ークショップでのリアルタイムによる対話テキスト化には最適であることが確認出 

来た。そこで、当初事業計画では、語彙変換等に多少の問題は起こり得るリスクは 

伴うが、当システムの活用を中心に「テキストマイニング」→「自己組織化マップ 

による可視化」をすることにより「まだないシーズ」発掘に向けて本学が想定する 
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ツールの完成を目指した。しかしながら、当システム導入により本ワークショップ 

でのリアルタイムによるテキスト化を試行したところ、成人による定例的な会議等 

での発言によるテキスト化には全く問題は無かったが、今回のような小中学生から 

の自由な発想による発言でのテキスト化はデータベース（辞書）の不足により困難 

であることが判明した。そこで本契約業者との協議の上、当初予定以上の人員を配 

置してもらい、リアルタイムでのテキスト化を目指した。結果、ほぼリアルタイム 

でテキスト化し、発話内容を本会場に設置したスクリーンに映し出すことには成功

した。しかし、リアルタイムでの「テキストマイニング」及び「自己組織化マップ」

による可視化は実現することが出来なかった。その理由は、「テキストマイニング」

及び「自己組織化マップ」のためには発言内容がわかる程度まで修正を加えたテキ

ストデータが必要であり、当初は発言内容をそのままテキスト化し「テキストマイ

ニング化」を行う予定だったが、それが叶わなかったためである。リアルタイムで

はないが、当日の１回目及び２回目のワークショップにおける対話から得られた発

言をテキストマイニングすることにより、３回目のワークショップにおいて参加者

へ本ツールの可能性を提示出来た。今後はこれらの結果をもとに、本学独自のツー

ル構築及び利用に向けての模索・検討を重ねることとした。 

 

・内容について 

ワークショップのほとんど全部の時間を「発散」に使い、児童生徒のバリアーのな 

い自由な発言を引き出すことができた。本ワークショップにより、未来に顕在化す 

るであろう「まだないニーズ」のために科学技術が実現すべき課題のヒントを得る 

ことができた。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１５ 第１回ワークショップ発話データの一部 
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